
いちごドリルプリント

関東地方 名前

問1 関東地方において、鉄道や道路などの交通網が整備されたことが、地域の人口移動にどのような影響を与えたか。最も適切な説明を選びなさい
。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 都心部の地価が高騰したため、交
通網を利用して農村部へ移住する人
が増え、都心部の空洞化が進んだ。

2. 交通網の整備によって労働環境が
劇的に改善されたため、地方での農
業従事者が大幅に増加した。

3. すべての地域へ均等に移動できる
ようになったため、都心部と周辺地
域の人口格差が完全に解消された。

4. 周辺地域から東京都心部への通勤
・通学が容易になり、都心部への人
口や産業の集中が加速した。

問2 埼玉県の人口動態について、夜間人口（居住者数）が約719万人であるのに対し、昼間人口は約637万人となっています。このように夜間人口1
00人に対する昼間人口の割合が90人を下回るほど低い数値を示している主な要因は何ですか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 東京都など県外への通勤・通学者
が多いため

2. 大規模な商業施設が不足しており
、買い物客が県外へ流出しているた
め

3. 高齢化の影響によって、日中に活
動する生産年齢人口が減少している
ため

4. 県内の工業団地へ他県から通勤し
てくる労働者が多いため

問3 関東地方に位置する千葉県と埼玉県の地理的特徴を比較した説明として、適切なものはどれですか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 千葉県は東京都の北側に位置する
内陸県であり、埼玉県は太平洋に面
する半島に位置する。

2. 千葉県は東京湾と太平洋に面する
房総半島に位置し、埼玉県は東京都
の北側に位置する内陸県である。

3. 千葉県と埼玉県はともに内陸県で
あり、東京都の北側で隣り合ってい
る。

4. 千葉県は東京都の西側に位置する
山岳地帯であり、埼玉県は東京湾に
面する臨海県である。

問4 茨城県や千葉県、群馬県などの関東地方の各県で行われている農業は、東京都という巨大な消費地に隣接または近接している利点を活かしてい
ます。この地域で行われる農業が、遠方の産地と比較して経営面で有利であるとされる主な理由として、最も適切な説明はどれか。 （2026年

福島県公立入試 類似）

1. 広大な土地を利用して、機械化を
大規模に進めることで、小麦や大豆
などの穀物を低コストで大量に生産
できる点。

2. 標高の高い地域の冷涼な気候を活
かして、他の産地の出荷が終わった
夏から秋にかけて野菜を出荷できる
点。

3. ビニールハウスや温室などの施設
を利用することで、自然の条件より
も早い時期に収穫し、品薄な時期に
高値で販売できる点。

4. 消費地までの距離が短いため、輸
送費を抑えることができ、収穫した
ばかりの新鮮な農産物を出荷できる
点。

問5 千葉県の観光統計において、訪日外国人の延べ訪問者数が全国3位であるのに対し、一人当たりの旅行消費単価が全国46位と著しく低い状況から
読み取れる、地域の課題として最も適切なものはどれか。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. 成田国際空港の利用者数が全国的
に見て減少傾向にあるため、空港の
認知度を高めて訪問者数を増やすこ
と。

2. 県内の宿泊施設が不足し、延べ宿
泊者数が訪問者数を大幅に上回って
いる状況を改善するためのホテル建
設。

3. 成田国際空港から入国した外国人
が、県内に宿泊・滞在せずに他都府
県へ移動してしまう「通過型観光」
からの脱却。

4. 一人当たりの旅行消費単価を上げ
るために、成田国際空港の着陸料を
大幅に値上げして観光客の質を高め
ること。

問6 群馬県の嬬恋村などの標高が高い地域では、夏の涼しい気候を利用して、他の地域での出荷が少なくなる時期に野菜を栽培する「抑制栽培」が
盛んです。東京都中央卸売市場における統計で、8月の出荷量が約1万2000トンとピークに達する、この地域を代表する高原野菜の名称を選択し
てください。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. はくさい 2. ピーマン 3. レタス 4. キャベツ

問7 ある都道府県の統計指標を全国平均を100として比較したとき、人口と第3次産業有業者割合が100を大きく上回り、かつ製造品出荷額と農業産
出額も100を超えて、工業と農業の両面でバランスの取れた産業構造を持っている県はどこですか。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 京都府 2. 沖縄県 3. 千葉県 4. 新潟県

問8 日本の主要な河川のデータをまとめた資料において、ある河川は「長さが322km、流域面積が16,840平方キロメートル、流れる流域の都道府県
数が6」と示されています。この河川について述べた文として、背景や影響を考慮して最も適切なものを選びなさい。 （2019年 岩手県公立入試 類似）

1. この河川は、日本で最も長さが長
いため、上流と下流での降水量の差
による増水が全国で最も激しい。

2. この河川は、日本で最も広い流域
面積を持ち、広大な関東平野の農業
用水や都市用水として利用されてい
る。

3. この河川は、流域面積が日本で2
番目に広いため、北海道の泥炭地の
地質改良に大きく貢献した。

4. この河川は、山地が急峻な日本の
河川の中では珍しく、国際河川のよ
うにゆったりとした流れが特徴であ
る。

問9 関東地方北部に位置し、群馬県の東側に隣接する内陸の県に関する記述です。この県は生乳の生産が非常に盛んであり、出荷される生乳の用途
を統計で確認すると、その約99％が牛乳などの「飲用」として利用されています。この条件に当てはまる県名を答えなさい。 （2016年 秋田県公立入試

類似）

1. 栃木県 2. 福島県 3. 茨城県 4. 群馬県

問10 東京都心部などの大都市の中心地域において、昼間の人口が、その地域に居住している夜間の人口を大きく上回る現象がみられます。この現象
が起こる主な理由として、最も適切な説明を選びなさい。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 都心部の再開発により、大規模な
マンションが建設されて居住人口が
急増したため。

2. 都市の過密化を避けるために、工
場や大学が都心から郊外へと移転し
たため。

3. 観光客の増加に伴い、夜間に滞在
する宿泊施設が都心部に集中してい
るため。

4. 周辺の住宅地域から、多くの人々
が仕事や学びのために通勤・通学し
てくるため。

問11 栃木県の冬の気候について、北西の山地側から吹き下ろす乾燥した季節風の影響により、晴天の日が多く、日照時間が長くなるという特徴があ
ります。この現象が起こる背景として、地形と風の関係を説明した記述のうち最も適切なものはどれですか。 （2022年 岡山県公立入試 類似）

1. 太平洋側から吹き込む暖かく湿っ
た季節風が、渡良瀬川や鬼怒川など
の河川沿いに北上し、山地で乾燥し
た空気に変化するため。

2. 南東の海側から吹く季節風が、栃
木県北西部の山地によって遮られる
ことで、平野部に湿った空気が届か
なくなるため。

3. 冬の冷たい季節風が関東平野で上
昇気流となり、山地で雪を降らせた
後に、再び湿気を含んだ風として平
野部へ戻るため。

4. 日本海側から吹く湿った季節風が
、本州中央部の山地を越える際に水
分を失い、乾いた風となって栃木県
側に吹き下ろすため。

問12 埼玉県行田市の市街地には、かつての城下町としての構造と、近代以降に発展した地場産業の歴史が共存する景観が見られます。敵の侵入を遅
らせる目的で道路をクランク状に曲げた「桝形」と呼ばれる遺構や、明治時代以降に日本最大の産地として発展したある製品を保管するための
蔵や鋸屋根の工場が今も残っています。この地域で発展した伝統的な産業として正しいものはどれですか。 （2026年 東京都公立入試 類似）

1. 陶磁器製造業 2. 織物産業 3. 足袋製造業 4. 醤油醸造業


